
報道機関各位 

  令和５年６月６日  

北 九 州 市 消 防 局  

１ 実証実験期間 

令和５年４月２５日（火）から令和６年３月３１日（日）まで（予定） 

＊現在１１隊の救急隊が実証実験中であり、年内には全救急隊で実証実験を行います。 

２ 内    容 

内 容 現 状 実証実験 効 果 

①
患者情報 

記録方法 
手書きで作成 

音声入力・画像ＯＣＲ

機能を搭載した 

タブレットで作成 

救急現場での 

活動時間短縮

②
病院への 

患者状態説明
電話で説明 

タブレットで入力 

必要に応じて怪我の 

写真等データ送信

病院との情報共有が

容易で迅速・確実に

③
活動報告書 

作成方法 

活動終了後、 

手書きの記録を 

確認しながら作成 

①②でタブレット 

に入力した情報を 

活用して作成 

救急隊の 

労務負担軽減

３ 協力企業 

TXP Medical 株式会社

  代表取締役医師：園生 智弘

 「医療データで命を救う」をミッションに、 

医療現場でのデータの分断という課題を解 

決するため、各自治体における救急医療から 

病院製薬の臨床研究の一気通貫したサービ 

スを提供する企業

４ 問い合わせ先 

北九州市消防局救急課：水迫、三渕（０９３－５８２－３８２０） 

北九州市消防局では、ＴＸＰ Ｍｅｄｉｃａｌ株式会社が提供するシステムを活用し、

病院搬送時間の短縮による患者の負担軽減や業務の効率化による救急隊員の労務負担の軽

減を目的に、市内にある医療機関のご協力のもと、実証実験を行っていますのでお知らせ

します。

なお、このシステムが本格運用されれば、九州で初めての取組みとなります。
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